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(百万円未満切捨て)

１．2022年12月期第１四半期の連結業績（2022年１月１日～2022年３月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年12月期第１四半期 3,419 4.8 △106 － △96 － △74 －

2021年12月期第１四半期 3,264 △6.1 201 82.0 209 78.7 140 70.9
(注)包括利益 2022年12月期第１四半期 △71百万円( －％) 2021年12月期第１四半期 175百万円( 554.6％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年12月期第１四半期 △13.92 －

2021年12月期第１四半期 26.26 －
　

(注)2021年12月期第１四半期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については潜在株式が存在しないため記載して
おりません。2022年12月期第１四半期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については１株当たり四半期純損
失であり、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年12月期第１四半期 10,909 6,024 55.2

2021年12月期 11,056 6,450 58.3
(参考) 自己資本 2022年12月期第１四半期 6,024百万円 2021年12月期 6,450百万円
　　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年12月期 － 10.00 － 18.00 28.00

2022年12月期 －

2022年12月期(予想) 10.00 － 18.00 28.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　　

３．2022年12月期の連結業績予想（2022年１月１日～2022年12月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 12,480 8.5 540 △14.1 560 △16.7 350 △19.8 65.21
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 －社（社名） 、除外 －社（社名）
　　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 有

④ 修正再表示 ： 無
　

(注)詳細は、添付資料７～８ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事
項（会計方針の変更）及び（会計上の見積りの変更）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年12月期１Ｑ 5,367,800株 2021年12月期 5,367,800株

② 期末自己株式数 2022年12月期１Ｑ 150株 2021年12月期 150株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年12月期１Ｑ 5,367,650株 2021年12月期１Ｑ 5,367,650株
　
　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、経済社会活動が正常化に向かい、持ち直しの動きは継続して

いるものの、新型コロナウイルス感染症の収束時期の見通しが立たないことやウクライナ情勢などの地政学的リス

クの高まりにより、その先行きは依然として不透明な状況が続いております。

このような状況下、当社グループは価格競争の激化や材料費の高騰など厳しい事業環境において収益力の向上を

図るため、新規販売の選別受注と採算管理の強化、収益基盤である保守契約台数の増加、利益率の高いリニューア

ル受注の推進に取り組んでまいりました。

以上の結果、売上高は3,419百万円（前年同四半期比4.8％増）、営業損失は106百万円（前年同四半期は201百万

円の営業利益）、経常損失は96百万円（前年同四半期は209百万円の経常利益）、親会社株主に帰属する四半期純損

失は74百万円（前年同四半期は140百万円の親会社株主に帰属する四半期純利益）となりました。

大幅な減益の主因は、工事損失引当金の見積りの変更を行った結果、未引渡し工事に係る損失見込額が増加し、

工事損失引当金繰入額266百万円を売上原価に計上したことであります。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

① 自動ドア関連

リニューアル受注が堅調に推移し、売上高は2,119百万円（前年同四半期比0.6％増）となりました。利益に

つきましては、工事損失引当金繰入額80百万円を売上原価に計上したことにより、セグメント利益（営業利

益）は450百万円（前年同四半期比19.8％減）となりました。

② 建具関連

大型物件の売上数が増加したこと等により、売上高は1,125百万円（前年同四半期比11.4％増）となりまし

た。利益につきましては、工事損失引当金繰入額186百万円を売上原価に計上したことにより、セグメント損失

（営業損失）は235百万円（前年同四半期は12百万円のセグメント損失（営業損失））となりました。

③ その他

駐輪システム事業が好調に推移し、売上高は174百万円（前年同四半期比18.4％増）、セグメント利益（営業

利益）は18百万円（前年同四半期比1.2％減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末における総資産額は、10,909百万円となり、前連結会計年度末と比べ146百万円の減

少となりました。これは受取手形及び売掛金が512百万円、電子記録債権が46百万円増加した一方で、仕掛品が733

百万円減少したこと等によるものであります。

負債総額は、4,885百万円となり、前連結会計年度末と比べ280百万円の増加となりました。これは工事損失引当

金が289百万円増加したこと等によるものであります。

純資産総額は、6,024百万円となり、前連結会計年度末と比べ426百万円の減少となりました。これは収益認識に

関する会計基準等の適用により利益剰余金の当期首残高が258百万円減少したこと及び配当金96百万円の支払、親会

社株主に帰属する四半期純損失74百万円の計上等によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては2022年２月10日の「2021年12月期 決算短信」で公表いたしました通期の業績予想

に変更はありません。

当第１四半期連結累計期間における連結業績は工事損失引当金の見積りの変更の影響により売上原価が増加し、

前年同四半期と比べ大幅な減益となっておりますが、この影響は採算管理の徹底や選別受注の強化により、当連結

会計年度末にかけて縮小するものと考えております。今後、修正の必要が生じた場合には、速やかに開示する予定

であります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,861,273 1,811,615

受取手形及び売掛金 1,650,298 2,163,092

電子記録債権 514,682 561,608

仕掛品 1,925,786 1,192,413

原材料及び貯蔵品 194,440 218,922

その他 578,502 287,048

貸倒引当金 △1,640 △1,825

流動資産合計 6,723,344 6,232,876

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,453,508 1,436,124

土地 1,414,325 1,414,325

その他（純額） 53,805 93,174

有形固定資産合計 2,921,640 2,943,623

無形固定資産

その他 508,685 593,598

無形固定資産合計 508,685 593,598

投資その他の資産

その他 922,432 1,159,946

貸倒引当金 △20,069 △20,065

投資その他の資産合計 902,363 1,139,880

固定資産合計 4,332,688 4,677,103

資産合計 11,056,033 10,909,980
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,996,014 2,021,040

電子記録債務 422,476 477,144

短期借入金 133,838 104,651

未払法人税等 148,043 108,913

賞与引当金 - 168,231

製品保証引当金 2,397 2,428

工事損失引当金 52 289,476

その他 1,389,600 1,205,223

流動負債合計 4,092,423 4,377,108

固定負債

長期借入金 71,348 62,150

役員退職慰労引当金 247,550 251,862

退職給付に係る負債 186,666 187,853

その他 7,059 6,316

固定負債合計 512,623 508,182

負債合計 4,605,046 4,885,290

純資産の部

株主資本

資本金 329,304 329,304

資本剰余金 289,864 289,864

利益剰余金 5,761,978 5,332,480

自己株式 △232 △232

株主資本合計 6,380,914 5,951,416

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 115,460 116,079

退職給付に係る調整累計額 △45,388 △42,806

その他の包括利益累計額合計 70,072 73,273

純資産合計 6,450,986 6,024,689

負債純資産合計 11,056,033 10,909,980
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2021年１月１日
　至 2021年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年１月１日
　至 2022年３月31日)

売上高 3,264,252 3,419,965

売上原価 2,197,002 2,639,376

売上総利益 1,067,249 780,589

販売費及び一般管理費 865,441 887,047

営業利益又は営業損失（△） 201,808 △106,458

営業外収益

受取利息 34 22

受取配当金 3,145 3,400

作業くず売却益 2,728 4,696

その他 2,393 2,312

営業外収益合計 8,301 10,431

営業外費用

支払利息 806 303

その他 2 -

営業外費用合計 809 303

経常利益又は経常損失（△） 209,300 △96,330

特別損失

固定資産除却損 - 502

特別損失合計 - 502

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

209,300 △96,833

法人税、住民税及び事業税 112,594 97,474

法人税等調整額 △44,259 △119,566

法人税等合計 68,335 △22,092

四半期純利益又は四半期純損失（△） 140,965 △74,740

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

140,965 △74,740
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2021年１月１日
　至 2021年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年１月１日
　至 2022年３月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 140,965 △74,740

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 32,553 618

退職給付に係る調整額 2,316 2,582

その他の包括利益合計 34,870 3,201

四半期包括利益 175,835 △71,539

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 175,835 △71,539
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

収益認識会計基準等の適用による主な変更点は以下のとおりであります。

１．工事契約に係る収益認識

従来の工事契約は、工事完成基準を適用しておりましたが、履行義務を充足するにつれて、一定の期間にわ

たり収益を認識する方法に変更しております。なお、取引開始日から完全に履行義務が充足すると見込まれる

までの期間がごく短い工事契約について、「収益認識に関する会計基準の適用指針」第95項を適用し、完全に

履行義務を充足した時点で収益を認識する方法を採用しております。

２．工事損失引当金

従来、工事損失引当金の見積りにあたり、損失見込額から将来の保守契約による合理的な回収見込額を控除

しておりましたが、収益認識会計基準第34項により、工事契約と保守契約が別個のサービスであると判断し、

保守回収見込額を控除せず、損失見込の総額を計上する方法に変更しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、当第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当第１

四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　この結果、利益剰余金の当期首残高が258,139千円減少し、当第１四半期連結累計期間の四半期連結損益計算書

において売上総利益が48,621千円増加し、営業損失、経常損失、税金等調整前四半期純損失がそれぞれ48,621千

円減少しております。

　また、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号 2020年３月31日）第28-15項に定める経過

的な取扱いに従って、前第１四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載して

おりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計

基準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準

等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表へ与え

る影響はありません。
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（会計上の見積りの変更）

（工事損失引当金の見積りの変更）

従来、工期が長期間にわたる工事物件については、大幅な仕様変更により受注金額及び原価が変動することが

一般的であるため、その損失の見積りが困難な面がありましたが、仕様変更による受注金額及び原価の変動実績

に関する十分な期間のデータが蓄積され、その分析を行った結果、決算日からの引き渡しが長期間となる物件に

ついても工事損失を合理的に見積ることが可能となりました。このため、当第１四半期連結会計期間より見積り

の変更を行い、従来の見積額との差額を売上原価に計上しております。

これにより、当第１四半期連結累計期間の売上総利益が260,502千円減少し、営業損失、経常損失及び税金等調

整前四半期純損失がそれぞれ260,502千円増加しております。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自 2021年１月１日 至 2021年３月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
（注）

合計

自動ドア関連 建具関連 計

売上高

外部顧客への売上高 2,106,490 1,010,307 3,116,797 147,454 3,264,252

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － 3,567 3,567

計 2,106,490 1,010,307 3,116,797 151,022 3,267,820

　セグメント利益
　又は損失（△）

562,176 △12,283 549,893 18,845 568,738

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、「駐輪システム事業」、「環境機器

事業」、「セキュリティ事業」、「付帯事業」、「商品販売事業」等を含んでおります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容(差異調整に関する事項)

(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 549,893

「その他」の区分の利益 18,845

全社費用(注) △389,844

棚卸資産の調整額 13,913

その他の調整額 9,000

四半期連結損益計算書の営業利益 201,808

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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当第１四半期連結累計期間(自 2022年１月１日 至 2022年３月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
（注）

合計

自動ドア関連 建具関連 計

売上高

一時点で移転される財又は
サービス

1,235,224 1,125,802 2,361,026 153,917 2,514,943

一定の期間にわたり移転さ
れるサービス

884,404 － 884,404 20,617 905,022

　顧客との契約から生じる
　収益

2,119,628 1,125,802 3,245,430 174,535 3,419,965

　その他の収益 － － － － －

　外部顧客へ
　の売上高

2,119,628 1,125,802 3,245,430 174,535 3,419,965

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － 3,798 3,798

計 2,119,628 1,125,802 3,245,430 178,334 3,423,764

　セグメント利益
　又は損失（△）

450,604 △235,807 214,796 18,623 233,420

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、「駐輪システム事業」、「環境機器

事業」、「セキュリティ事業」、「付帯事業」、「商品販売事業」等を含んでおります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容(差異調整に関する事項)

(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 214,796

「その他」の区分の利益 18,623

全社費用(注) △390,433

棚卸資産の調整額 41,554

その他の調整額 9,000

四半期連結損益計算書の営業損失 △106,458

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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３．報告セグメントの変更等に関する事項

（収益認識に関する会計基準等の適用）

会計方針の変更に記載のとおり、当第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益認

識に関する会計処理の方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の測定方法を同様に変更しておりま

す。

当該変更により、従来の方法に比べて、当第１四半期連結累計期間の「自動ドア関連事業」のセグメント利益

が28,701千円増加、「建具関連事業」のセグメント損失が19,670千円減少、「その他事業」のセグメント利益が

249千円増加しております。

（工事損失引当金の見積りの変更）

会計上の見積りの変更に記載のとおり、当第１四半期連結会計期間より工事損失引当金の見積りの変更を行っ

ております。

当該変更により、従来の方法に比べて、当第１四半期連結累計期間の「自動ドア関連事業」のセグメント利益

が77,927千円減少、「建具関連事業」のセグメント損失が182,630千円増加、「その他事業」のセグメント利益が

55千円増加しております。

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。

　


